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・返事，挨拶，服装，時間，掃除についての
粘り強い指導

イ・地域ボランティア等を含む生徒の自主的
活動の活性化
　・学校行事等生徒の発表の場の提供

　・作文等，コンクールへの応募・参加

ウ・生徒指導研修，情報交換の実施

　・スクールカウンセラーの活用と教育相談
の実施

・体罰，セクハラ相談窓口の機能化

貫
ア　基本的な生活
習慣の定着

イ　生徒の自主的
活動の奨励

ウ　生徒理解のた
めの教育相談の充
実

エ　生徒の悩み等
への支援

教員・保護者の満足度
90%

生徒の満足度80%

生徒一人当たり年間4回
の発表
生徒一人当たり年間4回
の応募・参加
月1回，年間12回実施

教員の満足度80%

月1回，年間12回実施

ア　ふるさと学習の
改善

イ　交流授業・合同
行事の継続実施

平成23年4月30日

基礎・基本の
学力が身に
付き，自ら学
ぶ姿勢をもつ
生徒の育成
を図る。

ア・ふるさと学習カリキュラムの見直し

　・地域学習教材の開発

イ・交流授業

　・合同行事の実施

重点

評価計画（中期経営目標を設定してから　１　・　２　・　３　年目）

〈ビジョン〉（将来の学校像）
小中一貫教育のもと，学力の定着・向上，社会性の育成，
ふるさと学習の推進を図る学校

g　 指標
（効果を見とる目安）

①　学習への積極的な姿勢が育っておらず，学力が十分定着していない。「書いて話す」活動を授業展開に取り入れるとともに，子どもの
つまずきの解消と学習への期待や意欲を膨らませる授業づくりのなかで，学力の向上をめざす。
②　小中一貫教育を推進している。：昨年度の研究会の開催を機に「ふるさと学習」のカリキュラム化とそれに基づいて小中学校で実施し
た。新教育課程の対応，系統性等の視点から「ふるさと学習」改善を図るとともに，各教科等での「言語活動の充実」に向け「書く活動」と
「話す活動」を手段とし小中学校で研究する。
③　生徒の社会性の育成と自主的活動の活性化が課題である。基本的な生活習慣の定着を図るとともに「ふるさと倉橋」を意識した地域
での活動等，生徒の自主的活動を奨励する。

生徒指導を
充実し，健全
な社会性をも
つ生徒の育
成を図る。

貫
小中一貫教
育の研究実
践を推進す
る。

e　短期
（今年度）
経営目標

自己評価

a　学校教育目標
知性・情操・体力が個性豊かに
調和し，創造性に富み，実践力
のある生徒を育成する。

２月（　　　　）月d　中期
（３年間）
経営目標

h
目
標
値

f　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

倉橋西中学校区　校番２３　　学校名　呉市立倉橋西中学校　　　　　　　　　　　　

見直し策定:12月まで

開発件数:3件

交流教科:3教科

年間実施回数:4回

平成２３年度　　評価計画及び自己評価

〈ミッション〉（学校の使命）
「ふるさと倉橋」を愛し，ふるさとから愛される学校づくり

授業での実施度:90％

実施回数:２０回

教員の満足度:90％

ノート等提出率:100％

家庭学習率：100%

生徒の満足度７０％

保護者の満足度７０％

年間６回開催

ア「書いて話す」言
語活動の研究

イ　子どもの学び
のポイントを的確に
押さえた授業づくり

ウ　ベーシックタイ
ム（ＢＴ）の充実

エ　特別支援教育
の充実

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

c　中期経営目
標を踏まえた現
状（進捗状況）と
今年度の重点

ア　教科指導の中で「書いて話す」活動の恒
常的な位置づけ
　・学校行事等での「書いて話す」活動の活
用
イ・子どもの学びに基づく授業の「ねらい」の
設定
　・自主学習に向けてのノート活用の定着

　・課題学習等による家庭学習の奨励

ウ　学習のつまずきの克服と学習への興味
づけをふまえた指導事項の選択

エ・特別支援学級の充実

　・特別支援教育の研修

【k：評価】
Ａ：１００≦（目標達成）　　　B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　Ｄ：（できていない）＜６０

様式２


